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（１）令和６年５月に再開した高速長尺先進ボーリングについて 

・令和６年５月に、県境まで５０１ｍ地点から高速長尺先進ボーリングを再開し、

孔口から５１１ｍ（山梨・静岡県境から静岡県側１０ｍの地点）まで削孔しまし

た（図 １）。 

・ボーリング調査の再開以降、削孔と削孔した孔を保護するケーシング（保護管）

の挿入作業を交互に行ってきましたが、これまでに地質の脆い区間を何度か通過

し、これ以上ケーシングの挿入作業ができない箇所（孔口から２５９ｍ）まで達

したため、ケーシングによる保護なしでの削孔のみを行ってきました。 

・その後、山梨県内の地質の脆い箇所（特に孔口から３７０ｍ付近）に到達し、昼

夜連続で止めることなく削孔したことで当該箇所は通過できましたが、削孔した

後に孔が崩れることで削孔ロッドが拘束される状況が見られ、また、ビット交換

（※）により引き抜いた後に孔詰まりが発生しました。 

※高速長尺先進ボーリングのビット（先端部）は、削孔の進捗に伴って摩耗すること等によ

り交換が必要となります。その場合、一旦ビット及び全てのロッドを引き抜く必要があり

ます。 

・孔詰まり後も削孔を試みましたが、孔口から３７０ｍ付近よりも先には進まず、

また、それ以降も孔詰まりが解消しなかったことから、これ以上の調査継続は困

難と判断し、１２月６日をもってボーリング調査を一旦終了することとしました。

（止水作業は完了しております。） 

・県境から３００ｍの地点に達して以降は、ボーリングの湧水量や水温、水質（ｐ

Ｈ、ＥＣ（電気伝導度））について頻度を上げて日毎に報告を実施しつつ、スリバ

チ沢の流量や河川流量（田代ダム下流、千石）の測定も実施し、測定や確認の都

度速やかに報告してまいりました。 

・あわせて、ボーリング湧水については、令和７年１１月までの間、東京電力リニ

ューアブルパワー（以降、東電ＲＰ）が田代ダムにおいて大井川からの取水を停

止しており、河川流量（田代ダム下流、千石）の計測結果から算出した取水停止

による流量増加量よりも少ないことを確認いたしました。 

・なお、令和７年２月３日の大井川水利流量調整協議会で東電ＲＰは、田代川第二

発電所における水車改良工事の工期延伸に伴い、発電所を停止する期間（田代ダ

ムにおいて大井川からの取水を停止する期間）を令和８年４月までに変更するこ

とを情報提供しています。 
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図 １ 高速長尺先進ボーリングの進捗状況（令和６年５月～１２月） 

 

 １）削孔前の計画に対する実績 

 

図 ２ 高速長尺先進ボーリングの削孔手順（計画：専門部会提示済み） 

※断層①・②に関する調査結果は反映しておりません。 

※断層②に関する調査結果は反映しておりません。 
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図 ３ 高速長尺先進ボーリングの削孔手順（実績） 

・削孔手順については地質状況等に応じて変更しました（計画：図 ２、変更後：図 

３）。具体的な手順は図３にお示しするとおりですが、地質の脆い箇所に対応すべ

く、複数回分用意していた段落としについて、計画に対して全体として前倒しで

実施しつつ、削孔を進めました。 

※断層①・②に関する調査結果は反映しておりません。 
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図 ４ 湧水圧、成分分析の実施箇所（計画：専門部会提示済み） 

 

図 ５ 湧水圧、成分分析の実施箇所（実績） 

・各種測定項目の内、孔口から２００ｍの位置で実施する予定であった、孔口で止

水した上での調査区間平均湧水圧の測定は、後述するように孔口から１３０ｍ～

１６０ｍ付近（特に１４５ｍ付近）で確認された脆い地山を早期に保護するため

※断層①・②に関する調査結果は反映しておりません。 

※断層①・②に関する調査結果は反映しておりません。 
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に、可能な限り速やかにケーシングの挿入を行う必要があったため、結果として

測定は実施できておりません。 

・一方で、孔内での湧水圧測定については、予定していた１箇所からもう１箇所を

加え、計２箇所で実施しました（計画：図 ４、実績：図 ５）。具体的には孔口か

ら２２９ｍ～２４４ｍの区間及び２７３ｍ～２９６ｍの区間を対象として実施

しました。測定結果の詳細については「４）湧水圧測定の結果」においてお示し

ます。 

・湧水の化学的な成分分析についても１箇所を予定していましたが、ボーリングが

県境を越えて静岡県内の削孔を開始したことを踏まえて、静岡県内の情報を得る

ことを目的に、もう１箇所を加え、計２箇所を対象としました（計画：図 ４、実

績：図 ５）。具体的には孔口から２９６ｍ削孔した時点（※１）、及び孔口から５

１１ｍ削孔した時点（※２）において、採水を実施しました。分析結果の詳細に

ついては「５）成分分析等の水質測定結果」にてお示します。 

 ※１：採水時のケーシング先端位置は孔口から２５９ｍであり、２５９ｍ～２９６ｍの区間（３

７ｍ分）の湧水を採水したものと想定されます。 

※２：採水時のケーシング先端位置は孔口から２５９ｍであり、２５９ｍ～５１１ｍの区間（２

５２ｍ分）の湧水を採水したものと想定されますが、３７０ｍ付近が閉塞している可能性があ

り、その場合は２５９ｍ～３７０ｍの区間（１１１ｍ分）の湧水が採水されたことになります。 
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 ２）これまでの調査に関する評価（地質、湧水） 

・これまでの調査状況に関して、掘削エネルギー値とスライム観察結果から評価し

ます。 

・孔口から１３０～１６０ｍでは連続的に掘削エネルギー値が低くなっており（図 

６）、岩石片の粒径が均一では無いため、脆い地質が続いているものと考えられま

す。特に、孔口から１４５ｍ付近からはシルト質（泥状）の岩石片が排出されま

した。（図 ６の写真Ｃ） 

 ・孔口から２００ｍ以降、引続き粘板岩及び砂岩粘板岩互層の地質が続きました。

掘削エネルギー値は３００～８００MN・m／m３の範囲で高低を繰り返しており、

硬い部分と軟らかい部分を繰り返す地質が続きましたが、孔口から３７０ｍ付近

及び４８０ｍ付近で掘削エネルギー値が３００MN・m／m３を下回る箇所があり、

シルト質（泥状）の岩石片が再度排出されました。（図 ６の写真Ｇ、Ｈ） 
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図 ６ 掘削エネルギー値及び代表的な岩石片（Ｇ箇所のスライム写真を追加） 
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・図 ６の掘削エネルギーグラフに着色した「調査前の断層②想定範囲」と比較する

と、軟弱な地質は断層想定範囲の前後、かついくつかの箇所に分かれて出現したこ

とが分かります。これらの考察については、「３）調査結果を踏まえた地質図の修

正」にてお示しします。 

・次に、孔口湧水量については０．０００４～０．００１７ｍ３/秒で少ない状況が続

きました。また、１０ｍあたり湧水量については最大０．０００６６ｍ３/秒であり、

管理値である１０ｍあたり０．０５ｍ３/秒と比べて非常に小さい状況で推移しまし

た（図 ７）。 

   

図 ７ 孔口湧水量と１０ｍあたり湧水量 

・なお、孔口から概ね３００ｍ以降は、３７０ｍ地点で一時的に増加が見られる他

は、φ１２０㎜ノンコアの削孔進捗が大きく伸びた（※）分、図 ８のとおり、削

孔延長に比例して湧水量が増加しています。 

※前述のとおり、削孔と削孔した孔を保護するケーシング（保護管）の挿入作業を交互に行ってき

ましたが、図 ６にもお示しするとおり、これまでに脆い地質の区間を何度か通過し、これ以上

ケーシングの挿入作業ができない箇所（孔口から２５９ｍ）まで達したため、φ１２０㎜ノンコ

ア削孔に移行しました。 
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図 ８ 削孔進捗における孔口湧水量 

・水温、水質(ｐＨ、ＥＣ)の測定結果は図 ９～図 １１にお示しするとおりです。 

・ＥＣ（図 １１）について、概ね１１月以降、値として２５mS/m 前後から３５mS/m

前後に微増しています。例えばセメンチングの作業時にはこの値が明確に増加しま

すが、図 １１で値が微増している期間においては基本的に上記のような作業は実

施していないため、作業（調査）起因ではないものと想定されます。 

・そのため、少しずつ地下水の成分が変化しているものと考えていますが、詳細につ

いては、「５）成分分析等の水質測定結果」にてお示しします。 



 

１２ 
 

 

図 ９ 孔口湧水の水温 

 

図 １０ 孔口湧水の pＨ 

長時間削孔を継続したことに伴い、削

孔機械から発生し続けた熱がより大
きく湧水の温度に影響を与えたもの
と推測されます。 
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図 １１ 孔口湧水のＥＣ 

  

値が増加 
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 ３）調査結果を踏まえた地質図の修正 

・令和６年１２月に一旦終了した高速長尺先進ボーリングにおいて、掘削エネルギー

値が連続して低く、かつシルト質（泥状）の岩石片が排出された箇所は、断層①に

おける実績（令和５年２月に開始し１０月に中断した高速長尺先進ボーリング、及

び令和５年５月に開始し７月に終了したコアボーリング）等を踏まえると、断層部

である可能性が高いと考えられます。 

・断層部である可能性が高い区間は、以下の２箇所となります（表 １）。 

表 １ 断層部と考えられる箇所（区間①と区間②）の比較 

 区間① 区間② 

削孔位置 

（孔口より） 
１４４ｍ～１７１ｍ ３７０ｍ～４０８ｍ 

掘削エネルギー値 

（区間最小値） 
２２９MN・m／m３ ２１５MN・m／m３ 

排出された岩石片 シルト質（泥状） 
シルト質（泥状） 

（区間①より粘土分がやや多い） 

図 ６との対比 「Ｃ」 「Ｇ」 

削孔水の状況※ 時折白濁色が混じる 
時折白濁色が混じる 

（区間①よりも濁りがやや強い） 

孔詰まりの発生 有り 有り 

断層としての評価 断層Ａ(仮) 断層②(仮) 

  ※削孔時に孔口から排出される削孔水（循環水）は、粘板岩・砂岩粘板岩を削孔している際は基

本的には黒濁色です。 

 

・高速長尺先進ボーリング調査を実施した箇所付近の地表部では、図 １２より、地

形の特徴から、北西－南東走向の断層②及び南北走向の断層Ａの２つの断層が存在

していると想定されます。上記に対し、図 １３にて、高速長尺先進ボーリング結

果から推定されるトンネルの深さでの断層位置を表現しました。 

・また、図 １３に対して、高速長尺先進ボーリングにおける掘削エネルギーの情報

及び先進坑の詳細な線形、また県境から山梨県側の距離情報を加えた平面図が図 

１４です。 
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・図 １３及び図 １４より、高速長尺先進ボーリングで確認された区間①と②につい

て、先進坑掘削段階では、区間①（断層Ａ）は概ね平行に投影した位置に出現する

ものと想定されますが、区間②（断層②）はより西方、具体的には県境から山梨県

側に５０ｍの地点よりも静岡県側で切羽の左側から出現するものと想定され、県境

を越えて数十ｍ先の地点で切羽の右側に抜けていくまで、同区間内を掘削すること

になるものと想定されます。 

 

図 １２ 地表面の断層位置 

 

図 １３ 高速長尺先進ボーリング結果から推定されるトンネル深さでの断層位置 
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図 １４ 平面図（高速長尺先進ボーリングの結果とトンネル線形の対比） 

・また、図 １２及び図 １３における「地表面」と「トンネルの位置付近」の両断層

位置の関係性を立体的に表現した図 １５です。断層②は地形の特徴（リニアメン

ト）が断層Ａより明瞭であること、また、過去の地表踏査において確認された断層

露頭から、破砕帯を伴うと想定されるため、断層Ａは断層②によって切られるよう

な形で存在していると考えられますが、地中の地質構造に関しては高速長尺先進ボ

ーリングの調査結果のみによる推定は困難です。 
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図 １５ 地表面とトンネルの位置付近の平面図の投影（イメージ） 

・以上を踏まえ、地質縦断図を修正いたしました（図 １６）。なお、ノンコアボーリ

ングである高速長尺先進ボーリングの結果（スライム）のみでは、断層の方向性を

視認できないため、現時点では仮定のもと修正しております。 
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図 １６ 地質縦断図（修正後） 

○区間①（「Ｃ」）について 

・区間①は掘削エネルギー値が低く、シルト質（泥状）に粘土分が含まれていたこ

と等から強い破砕影響を受けた地山であると考えられます。また、事前の地形判

読により想定した断層Ａは地表から地中のトンネルの位置付近に至るまで、ほぼ

真っすぐの方向角（鉛直下向き）であると想定され、地表の断層Ａの位置と区間

①の位置関係も鉛直方向に概ね合致することから、区間①をトンネルの位置付近

で出現する断層Ａ(仮)と推定し着色しました。今後明確に断層が確認されるま

で、仮として名称設定します。 

・なお、前述（図 １４のイメージ）のとおり、断層①と同様に表層部からトンネル

の位置付近まで一本の経路で繋がっているか、あるいはいずれかが地中で途切れ

ていたり、または地中のある深さから出現するものか等、様々なモデルが想定さ

れるため、今回の調査結果のみから判断ができませんが、断層①と同様にトンネ

ル湧水の発生リスクに対しては一本の経路で繋がっている断層を想定すること

が、最もリスクの高いモデルとなります。 
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○区間②（「Ｇ」）について 

・区間①と比較して更に掘削エネルギー値が低く、シルト質（泥状）に粘土分が多

く含まれ、削孔水の濁りも強かったことから、より強い破砕影響を受けた地山で

あると考えられます。また、断層②は地表地形の判読から断層①と同じく西北西-

東南東（Ｎ５０Ｗ８０）程度の方向角であると想定され、先進坑掘削において断

層①主部を確認した際に事前想定より西方で出現したことから、トンネル位置付

近の断層②の出現位置も前述のとおり西方にずれて出現する可能性が考えられま

す。区間①と区間②の間に連続した低エネルギー区間が無かったことから、区間

②をトンネル位置付近で出現する断層②(仮)と推定し着色しました。今後明確に

断層が確認されるまで、仮として名称設定します。 

・なお、地表面の断層②確認位置を起点に、高速長尺先進ボーリングの結果より実

際にトンネル位置付近に出現すると想定される位置（事前想定よりも１４０ｍ程

度西方）まで断層線を引いた結果、断層②（仮）の傾斜角度は５０°と推測され

ます（事前想定した断層②の傾斜角度は５８°です）。 

・なお、断層が一本の経路で繋がっているかどうかのリスク想定は断層Ａ(仮)と同

様です。 

 

○区間「Ｈ」について 

・区間①、区間②と同様に低エネルギーが連続し、シルト質（泥状）の岩石片が排

出されておりますが、孔口から５１１ｍ以降は削孔していないため、データに連

続性が無く、現時点では区間①及び区間②と同等の判断は困難です。 

 

〇まとめ 

・現時点では高速長尺先進ボーリングの結果のみから、当初想定を軸に、区間①と区

間②を仮定のもと、地質縦断図を修正しております。 

・断層Ａ（仮）や断層②（仮）については、今後コア採取や先進坑掘削の際に切羽面

に現れる岩盤の角度を確認することで精度を高めることができると考えられます。

今後コア採取や先進坑掘削を進め、地質縦断図の更新を行ってまいります。 

 

・なお、高速長尺先進ボーリングが断層Ａ(仮)、断層②(仮)を削孔していた際、湧水

量の顕著な増加は認められず、いずれの断層も湧水は少ないものと考えられ、先進

坑掘削時においても湧水量は少ないものと想定されます。 
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 ４）湧水圧測定の結果 

〇湧水圧測定の概要 

・孔口から２２９ｍ～２４４ｍの区間（以下、「１回目の測定」という。）、孔口から

２７３ｍ～２９６ｍの区間（以下、「２回目の測定」という。）の２区間で湧水圧

測定を行いました。測定にあたっては、断層②と想定される区間の透水性を確認

するため、これまでの高速長尺先進ボーリングの掘削エネルギー値の実績を踏ま

え、孔口から２００ｍ以降において掘削エネルギー値が４００MN・m／m３を下

回る比較的軟らかい地質を含んだ区間を選定しました。 

・湧水圧測定の方法は、水平方向のボーリング孔を対象とした基準等が無いため、

鉛直方向のボーリング孔を対象とした方法（JGS1322「地盤工学会基準 注水に

よる岩盤の透水試験方法」）を参考として実施しました。 

・１回目の測定では、測定区間内に生じる湧水量が非常に少なく、湧水圧も非常

に小さい測定環境であったため、孔口からの注水による方法で測定を行いまし

た（図 １７）。 

・一方で、２回目の測定では、測定区間内に生じる湧水量が１回目よりは多い状

況で、ある程度の湧水圧がある測定環境であり、パッカーによって測定区間を

完全に止水することができたため、揚水による方法で測定を行いました（図 １

７）。
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図 １７ 測定概略図 

〇湧水圧測定の結果（１回目の測定）  

・水平方向のボーリング孔における湧水圧測定は技術的な難易度が高く、また孔壁

が脆く崩れやすい状況で、一度目に挿入したパッカーが損傷しました。そこで、

二度目のパッカーは一度目より孔口側にずらして挿入しましたが、測定区間を完

全に止水することが出来なかったため、孔口より送り込む注水量と、孔口から排

出される排水量を計測して補正することで、湧水圧を測定しました。その結果、

測定区間（約１５ｍ）における透水係数は８．７×１０－８ｍ／秒と算出されまし

た。 

・１回目の測定区間は硬い部分と軟らかい部分を含む地質からなり、孔口湧水量が

少ない傾向を踏まえると、透水性の小さい岩盤であることを補完する結果が得ら

れましたが、完全な止水ができていない状態で得たデータであるため、１回目の

測定は２回目の測定を踏まえた参考値と考えます。 
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○湧水圧測定の結果（２回目の測定）  

・２回目の測定も１回目と同様にパッカーが損傷する可能性があったため、確実性

を高めるべく、損傷を回避できる位置でパッカーを拡張させました。測定対象区

間は、１回目と同様に孔壁が脆く崩れやすい状況であったと考えられるものの、

パッカーは正常に膨張し、測定区間を完全に止水することが出来ました。その結

果、測定区間（約２３ｍ）における透水係数は２．３×１０－８ｍ／秒と算出され

ました。 

・なお、２回目の測定区間は１回目と同様に硬い部分と軟らかい部分を含む地質（※）

であるため、得られた透水係数は区間を平均した値となります。 

※測定区間の掘削エネルギー値は断層①の掘削エネルギー値と比べて低く推移しており、特にエ

ネルギー値の低い孔口から２８１～２８３ｍは、断層の影響により破砕された脆い地質である

可能性があると考えます。 

・今回得られたデータについては、「（２）５）先進坑掘削時の新たなデータ取得」

で得られるデータとの比較を行います。 
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 ５）成分分析等の水質測定結果 

・「１）削孔前の計画に対する実績」に記載のとおり孔口から２９６ｍ削孔した時点、

及び孔口から５１１ｍ削孔した時点において採水した湧水の化学的な成分分析結

果等について、第１６回地質構造・水資源専門部会（令和６年５月１３日）資料２

－２（以降、「第１６回専門部会」あるいは「第１６回専門部会資料」と記載する）

でお示しした内容と比較して記載します。 

 

・第１６回専門部会でお示しした内容は以下（参考）のとおりです。 

 

（補足） 

１）水質データの取得について 

（はじめに） 

・今後進める高速長尺先進ボーリングにおいては、田代ダムの取水停止に伴い河川流

量が通常よりも多い期間であることから、増加する河川流量が湧水量を上回るとい

う前提条件のもと、湧水は孔口から流すこととしています。 

 

・一方、令和５年４月２６日の第 13 回静岡県地質構造・水資源部会専門部会におい

て委員から提供された資料「山梨県側の高速長尺先進ボーリングの湧水が静岡県側

の地下水である根拠を科学的に示す方法」に基づき、以下の通りデータを取得して

まいります。 

 

―――――――――――――――（略）――――――――――――――― 

 

②湧出水の水質（水温等）による確認 

・高速長尺先進ボーリング実施中の湧水の水温等については継続して測定します。

これまでの山梨県内の広河原斜坑及び先進坑における高速長尺先進ボーリング

時の湧水の水質測定結果は図 １８～図 ２０のとおりです。 

・ボーリングの削孔を進めていくと、ボーリング孔口からは、外側の保護管（外管）

から出る湧水と内側の保護管（内管）から出る湧水が出ます（図 ２１）。外管か

ら出る湧水は、ボーリング先端部から孔口までの区間の湧水で、内管から出る湧

水は、ボーリング先端部から内管の先端部までの区間の湧水であると考えられま
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す。図 １８～図 ２０の外管と内管で水質が異なる傾向を示すのは、集水する区

間の違いが影響していると考えられます。 

・これまで、以下のような傾向が共通してみられることを確認しています。 

・水温は、土被りの増加とともに徐々に高くなる。 

・電気伝導度（EC）は場所によって異なるものの、概ね５０mS/m 以下の測定

値となっている。一方、セメンチングを実施した区間は、局所的に電気伝導

度が高くなっている場合がある。 

・ｐＨは、場所によって異なるものの、概ね９～１０程度と高めの値を示す場

合が多い。 

・一方で、地下水の水質の測定結果について、文献や鉛直ボーリングの結果を合わ

せて整理すると、図 ２２のとおりとなり、電気伝導度（EC）の値が、山梨県内

と静岡県内で大きく異なっていることなどを確認しています。 

・今後、リスク管理の一環として、湧水の水質に変化が生じないか、継続的に測定

することを通じて確認を行います。その観点については表 ２のとおりです。各測

定値に変化があった場合は、他のデータの測定値も踏まえ総合的な観点（マルチ

トレーサー）から考察し、専門家のご意見を伺ってまいります。 

表 ２ 考察の観点と対応 

項目 考察の観点と対応 

水温 （想定） 

・土被りが増加することを考慮し、これまでの採水箇所から土被りが

300m 程度増すとすると、これまでの広河原斜坑の水温から地温勾

配を仮定すると水温が３℃程度高くなる。よって、今後、静岡側に

削孔を進める場合も類似の傾向が継続する可能性が高いと考えてい

る。 

（データに基づく対応） 

・予想値に対し急激に低下が見られる場合には、地表水流入の可能性

があることから、採水し、化学的な成分分析を行う（河川の値と比

較）とともに、地表への影響を確認する（河川流量の測定等）。 

・予想値に対し急激に上昇が見られる場合には、より深い部分から水

が流入している可能性を考慮し、採水し、化学的な成分分析を行う
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とともに、電気伝導度の変化との関連を確認する。 

電気伝 

導度 

（ＥＣ） 

（想定） 

・静岡県側よりも山梨県側における値が小さく、概ね 50mS/m であり、

掘削の進捗による変化は少ない。 

（データに基づく対応） 

・静岡県側は 150mS/m 以上と値が高いため、急激に上昇が見られる

場合には、より深い部分から水が流入している可能性を考慮し、採

水し、化学的な成分分析を行うとともに、水温の変化との関連を確

認する。 

・なお、局所的な粘土の存在等により値が大きくなる場合があること

には留意する必要がある。 

ｐＨ （想定） 

・概ね、8.0 から 10.0 の間で推移し、削孔の進捗による変化は少ない。 

（データに基づく対応） 

・ｐＨの急激な上下があった場合、水温や電気伝導度とあわせて評価

する。 
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図 １８ 山梨県内の高速長尺先進ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(広河原斜坑・先進坑)湧水の水温    

（更新（縦断図）） 

 

図 １９ 山梨県内の高速長尺先進ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ(広河原斜坑・先進坑)湧水の電気伝導度

（更新（縦断図）） 
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図 ２０ 山梨県内の高速長尺先進ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ（広河原斜坑・先進坑）湧水のｐＨ   

（更新（縦断図）） 

 

図 ２１ 外管と内管から出る湧水の写真とイメージ図 
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図 ２２ 地下水に関わる水質の測定結果 

     ※出典：砂岩・粘板岩互層における赤石沢トンネル湧水の水質について（塩崎ほか,1995） 

③同位体組成等による確認 

・図 ２２のとおり成分分析を実施しており、シュティフダイヤグラムの形はどち

らも深層地下水の傾向を示していますが、イオンの濃度（当量値）等に大きな違

いがあることを確認しています。 

・今後、湧水を採水し、表 ５の項目に関する成分分析を実施し図 ２２に示す結果

と比較を行っていきます。 

・なお、今回考察を行った結果は路線から離れた地点のデータも用いているため、

今後県境を越えて高速長尺先進ボーリングを行い、路線に沿った静岡県内の測定

結果を得ることにより、さらに検討を深めることができると考えています。 

・基本的には、西側に移るに従って地質年代は古くなり、水温の上昇、電気伝導度
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の上昇、Cl、HCO3 イオン等の増加、滞留時間が長くなること、等が考えられま

すが、得られた分析結果を整理し考察のうえ、専門家のご意見を伺います。 

表 ３ 成分分析の計測項目 

計測項目 概要 

a）溶存イオン 

地下水は流動する箇所の地質状況などに影響を受け、さまざ

まな化学物質が溶け込んでおり、水循環の過程において、そ

の組成を変化させていきます。溶存イオン分析では、主要溶

存イオン（Na、Ｋ、Ca、Cl、HCO3、SO4）の組成を、各イオン

同士の濃度割合や全体的な濃度の高さ等により整理し、水の

起源（浅層地下水・深層地下水1、温泉水等）の可能性を推定

するものです。 

b）酸素・水素安定同位

体比（δ18O・δD） 

元素には中性子数が異なる同位体が存在し、放射壊変2するこ

となく安定しているものを安定同位体といいます。その同位

体の存在比率は、蒸発、凝結等の相変化に伴い変化します。

雨水の酸素・水素安定同位体比（δ18Ｏ・δＤ）は標高が高

いほど低くなること、地中ではあまり変化しないこと、を利

用して水の平均的な涵養標高（雨水が地下に涵養した標高）

を推定するものです。 

山梨県側は涵養線を作成するための採水・分析を行い、静岡

県側は既存の涵養線を使用いたします。 

c）放射性同位体 

放射性同位体（トリチウム、炭素同位体等）は、大気中、ま

たは降水中の濃度が年代とともに変動していること、地中で

は安定的であること、を利用して水の滞留時間を推定するも

のです。誤差の補正に留意しながら、炭素同位体や塩素同位

体を使用した分析の実施も検討します。 

トリチウムにより滞留時間が数十年単位の水の混入を見極め

るとともに、誤差の補正を考慮しながら炭素同位体により滞

留時間の長さを確認します。塩素同位体を使用した分析の実

施については、炭素同位体による分析結果により判断しま

す。 

 

④これまでの計測結果 

・表 ５にお示する項目について、これまでに山梨県内の広河原斜坑や高速長尺先進

ボーリング、コアボーリングの際に実施した計測の結果を、静岡県側の結果と比較

する形で、（１）～（３）にお示しします。 

                                                   
1 浅層地下水・深層地下水：「地下水マネジメント手順書」（令和元年８月、内閣官房水循環政策本部事務局）に

よると「一般に、地下には、浅い帯水層や深い帯水層など、複数の帯水層があり、帯水層と帯水層の間は、粘

土層などの水を通しにくい「難透水層」と呼ばれる地層により分け隔てられています。」とされている。また

「概ね２０～３０ｍ程度より浅い地下水を浅層地下水、５０～６０ｍよりも深い地下水を深層地下水と呼ぶこ

とが多い」とされている。 
2 放射壊変：原子核が放射線を出すことにより他の安定な原子核に変化する現象 
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・測定箇所は図 ２３、図 ２４にお示しするとおりです。 

 

図 ２３ 採水位置図 
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図 ２４ 採水位置図（地下水詳細） 

 

（１）簡易水質及び溶存イオン 

 ・簡易水質及び溶存イオンの測定結果を表 ４にお示しします。また、溶存イオンに

ついてシュティフダイヤグラムとして整理した結果を図 ２５に、トリリニアダ

イヤグラムとして整理した結果を図 ２６にお示しします。 
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表 ４ 簡易水質及び溶存イオンの測定結果まとめ 
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図 ２５ 溶存イオン分析結果（水質組成図：シュティフダイヤグラム3） 

                                                   
3 シュティフダイヤグラム：主要溶存成分の濃度を当量値（meq/L）として図示したものであり、溶存成分が多い場合は大きく太った形状を示し、溶存成分が少ない場合は痩

せた形状を示す。 
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図 ２６ 溶存イオン分析結果（水質組成図：トリリニアダイアグラム4） 

                                                   
4 トリリニアダイアグラム：中央の菱形座標図（キーダイヤグラム）のどこにプロットされるかで水質組成の成

り立ちを大まかに把握できる。中央の菱形座標図を 4 つに分け、以下のように分類される。 

 
 Ⅰ：アルカリ土類非炭酸塩型  熱水や化石水が含まれている水に多くみられる水質組成 

Ⅱ：アルカリ土類炭酸塩型   浅層地下水に多くみられる水質組成で日本では最も一般的な水質組成 

Ⅲ：アルカリ炭酸塩型     滞留時間の長い深層地下水でよくみられる水質組成 

Ⅳ：アルカリ非炭酸塩型    海水や温泉などで多くみられる水質組成 

  
 具体的には、Ⅰ型は Ca-SO4型や Mg-SO4型、Ⅱ型は Ca-HCO3 型、Ⅲ型は Na-HCO3型、Ⅳ型は Na-Cl 型の

水が主にプロットされる。 
※参考文献 日本地下水学会(2009):新・名水を化学する, 技報堂出版, 293p. 
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・結果については以下の通りです。 

＜山梨県内＞ 

・高速長尺先進ボーリング、コアボーリング 

いずれも滞留時間の長い深層地下水でみられるⅢ型の Na-HCO3型に分類され、

静岡県内に賦存された地下水と比較すると、溶存成分量は少なく、特に Cl-濃度

が非常に少ない。 

・既存ボーリング（広河原）①② 

Ⅲ型の Na-HCO3型に分類された。溶存成分量においては、いずれも高速長尺先

進ボーリング及びコアボーリングからの湧水と同程度である。 

・湧水①～④ 

概ねⅡ型の Ca-HCO3型に分類された。溶存成分量は標高の高い湧水①と湧水②

が非常に少なかった。 

・河川水 

Ⅱ型の Ca-HCO3型に分類され、溶存成分量は少なかった。 

＜静岡県内＞ 

・深井戸（田代、西俣） 

いずれもⅢ型の Na-HCO3型に分類され、Cl-が豊富である。 

 

・上記の結果から、山梨県内の湧水と静岡県内の湧水を比較すると、水質組成はど

ちらもⅢ型の Na-HCO3型に分類されるものの、静岡県内に賦存される地下水は

Cl-が豊富な一方で、高速長尺先進ボーリング及びコアボーリングからのボーリン

グ湧水は Cl-がほとんど含まれていません。また、高速長尺先進ボーリング及びコ

アボーリングからのボーリング湧水における溶存成分量は（EC と同様に、）静岡

県内地下水の 1/10 程度となっています。 

・今回の結果より、今後水質の成分分析を実施する場合、特に Cl-の変化に着目する

必要があると確認ができました。  
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（２）酸素・水素同位体比 
・酸素・水素同位体比の測定・分析結果を表 ５にお示しします。 

表 ５ 同位体分析結果一覧 

 
 

・δダイヤグラム5（図 ２７）より、酸素・水素安定同位体比は、Craig の天水線6

付近に分布することから、いずれの試料も雨水起源であることが窺えますが、地

下水（高速長尺先進ボーリング、コアボーリング、既設ボーリング孔）において

同位体比が低い傾向が見られ、湧水や河川水の同位体比は地下水と比較すると高

い傾向を示しました。 

                                                   
5 δダイヤグラム：縦軸にδD、横軸にδ18O をとって、試料の値をプロットした図 
6 Craig の天水線：世界各地で採取された天水試料について、酸素と水素の同位体比を測定した際、両者間には

次式の直線関係があることが分かっている。この直線を天水線と呼び、この直線上にプロットされる試料は天

水起源であると概ね想定する事が出来る。 
δD＝8×δ18O＋10 

地点標高 採水標高 δＤ δ１８Ｏ ｄ値

ｍ ｍ ‰ ‰ ‰ δＤ δ１８Ｏ 平均

既設ボーリング

（広河原）①
ー ー -82.31 -12.03 13.90 1923 1795 1859

既設ボーリング

（広河原）②
ー ー -89.63 -12.87 13.30 2227 2110 2169

高速⾧尺先進

ボーリング１２２ｍ
ー 948.0 -88.95 -12.88 14.11 2233 2081 2157

コアボーリング

８４ｍ
ー 954.7 -89.19 -12.91 14.12 2245 2091 2168

コアボーリング

２３０ｍ
ー 970.7 -88.73 -12.91 14.51 2242 2071 2156

田代深井戸 ー 1272.1 -92.20 -13.20 13.40 2408 2414 2411

西俣深井戸 ー 1191.1 -99.00 -13.80 11.40 2613 2709 2661

湧水① 1920.7 1966.4 -81.50 -11.83 13.13 ー ー ー

湧水② 1556.4 1654.4 -77.98 -10.96 9.70 ー ー ー

湧水③ 623.3 727.3 -67.21 -9.80 11.22 ー ー ー

湧水④ 304.2 409.5 -46.32 -7.42 13.08 ー ー ー

河川① ー ー -77.34 -11.44 14.20 1711 1581 1646

地点名
涵養標高（ｍ）
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図 ２７ δダイヤグラムと Craig の天水線 

・地下水、河川水の涵養標高を推定するため、湧水の同位体比と集水域の平均標高

の関係を図 ２８のとおり求めたところ、一般的な高度効果7と同程度の値が得られ

ました。 

 

図 ２８ 湧水の同位体比と集水域の平均標高との関係 

・以上を踏まえ、図 ２９にてそれぞれの試料の涵養標高を推定した結果について、

表 ５にまとめ、また、推定涵養標高線を図 ３０にてお示しします。 

                                                   
7 高度効果：低標高部に降る降水の同位体比は相対的に高く、高標高部に降る降水の同位体比は相対的に低くな

る現象 
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図 ２９ 同位体比と標高の関係



 

３９ 
 

 

図 ３０ 推定涵養標高線
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・今後高速長尺先進ボーリング等を進めていく中で、湧水を分析した結果、涵養標高

が静岡県内の値（2,500m 前後）に近い傾向を示す場合は、他のトレーサーも確認し

たうえで、水の起源に関わる一つの指標になると考えています。 

 

（３）14C による年代測定 

・14C は半減期 5,730 年の炭素の放射性同位体で、大気の上層において宇宙線と空気

中の窒素原子との衝突破砕反応によって常に生成され、植物活動を通じて土壌中に

14CO2 として供給されます。その後、地表面から浸透してきた水に溶解し、地下水

に供給されます。地下水に供給されてからは新たな 14C の供給源がなくなり、放射

壊変により減少するしかなくなるため、地下水中の 14C 濃度から滞留年代を推定す

ることができます。 

・14C の年代は、地下水流動過程におけるデッドカーボンの付与による影響を考慮し、

14C とδ13C の実測値を元に算出いたしました。 

表 ６ 14Ｃの分析結果一覧 

 

 

・表 ６の分析結果より、東側（山梨県側）から西側（静岡県側）にかけて滞留時間が

長くなっていることが確認できます。よって、今後高速長尺先進ボーリング等を進

めていく中で、湧水を分析した結果、滞留年数が急に長くなるような状況が見られ
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れば、同様に、他のトレーサーも確認したうえで水の起源に関わる一つの指標にな

ると考えています。 

 

＜参考＞トリチウムによる年代測定 

・トリチウムについては、ボーリング湧水の年代に対して、トレーサーとして有効な

期間がも短すぎるため考察には用いないものとしますが、測定した結果は参考とし

て表 ７及び図 ３１でお示しします。 

表 ７ トリチウムによる分析結果 



 

４２ 
 

 

図 ３１ 東京・千葉における降水中のトリチウム濃度（原子力規制庁公表データ）と地下水のトリチウム濃度の比較        

（灰色線：過去 20 年間の平均値、赤色線：分析値）   
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⑤計測、分析結果の整理 

・④の結果について、山梨県側の地下水と静岡県側の地下水を対比させる形で整理す

ると表 ８のとおりとなります。 

表 ８ 計測、分析結果の整理 

 

 

⑥計測、分析結果の考察 

・一般的に、地下水は、①滞留時間の長い深部に賦存する地下水、②調査地周辺で降

った雨水、③雨水が浸透し滞留時間の短い（溶存成分が少ない）浅層地下水、④表

流水、⑤海から侵入した水、のうちいずれか、あるいは、混合したものとなります。 

・調査地域は海岸から離れた内陸部であり、加えて海面よりも高いことから、⑤に該

当する可能性は低いです。昔の海水（古海水）が地層の隙間に賦存されている可能

性がありますが、今回、古海水は①に含まれるものとします。 

 

・調査地の地質は大井川流域と同様に四万十帯に分類されます。 

・四万十帯の地層は、調査地周辺においては山梨県側から静岡県側の方向に傾斜して

おり、滞留時間の長い地下深部に賦存する地下水が流動する場合、地層の傾斜に沿

うと考えられます。したがって、静岡県側の地下深部に滞留する地下水が、地層の
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傾斜とは異なる、山梨県側に流動するという現象は通常考え難い状況です。 

 

・一般的に地下水の水質は、滞留時間の短い浅層の地下水ではカルシウムやマグネシ

ウムの多いアルカリ土類炭酸塩型ですが、滞留時間が長い深層の地下水の水質はナ

トリウムやカリウムの多いアルカリ炭酸塩型に変化することが知られています。 

・溶存イオン成分については、静岡県側の四万十帯中の地下水も、山梨県側の高速長

尺先進ボーリング及びコアボーリングで発生する湧水も、いずれもナトリウムが多

く、滞留時間の長い深層の地下水と考えらます。（④（１）より） 

・また、14C から推定した滞留時間は静岡県側の地下水では 33,000 年以上、高速長尺

先進ボーリング及びコアボーリングで発生する湧水では 24,000～28,000 年と推定

しました。（④（３）より） 

・すなわち、静岡県側の四万十帯中の地下水も、山梨県側の高速長尺先進ボーリング

及びコアボーリングで発生する湧水も、①滞留時間の長い深部に賦存する地下水を

含むと考えられます。 

 

・山梨県側のトンネル掘削工事では、トンネル湧水量は少なく、内河内川の流量は工

事開始前と比べて特段の変化が見られません。これらのことから、トンネル工事に

よる④表流水の引き込みはほとんどなかったものと考えられます。 

 

・以上のことから、高速長尺先進ボーリング及びコアボーリングで発生した湧水の起

源は、①四万十帯に賦存される滞留時間の長い深部に賦存する地下水、②調査地周

辺で降った雨水、③雨水が浸透し滞留時間の短い（溶存成分が少ない）浅層地下水、

の 3 成分の混合によって形成されたものと考えられます。 

 

・高速長尺先進ボーリング及びコアボーリングを実施しているトンネルルート沿いに

は赤石山地が位置し、山梨県と静岡県の県境は、山地の尾根に当たります。酸素・

水素安定同位体比から推定した、高速長尺先進ボーリング及びコアボーリングで発

生する湧水の涵養標高は、山地の尾根の標高よりもやや低い結果となりました。（④

（２）より） 

・したがって、ボーリング湧水は、山梨県と静岡県の県境（尾根）よりも山梨県側で

浸透した水であり、降水、及び、降水が浸透し滞留時間の短い浅層地下水は地形に

沿って高い方から低い方に流動しますが、低い地点から尾根を越えることはありま
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せん。 

・以上より、高速長尺先進ボーリング及びコアボーリングで発生した湧水は、主に山

梨県内において涵養された水であると考えられます。 

 

 

○湧出水の水質測定結果について 

 ・まず、「２）これまでの調査に関する評価（地質、湧水）」でお示しした測定結果

に続き、水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）について表 ２の観点から再度確認をいたしま

した。 

  ・水温 

調査開始から終了まで概ね２２℃前後であり、高速長尺先進ボーリングの削孔

進捗に伴う土被りの増加に対して、温度が高くなる傾向は確認されませんでし

た。 

 

  ・ＥＣ 

   調査開始から概ね１１月までは２５mS/m 前後、１１月以降は３５mS/m 前後

に微増しています。１１月７日夜作業以降ケーシングによる保護なしでの削孔

を継続し、削孔進捗が向上しておりますが、ＥＣが微増した要因の一つとして、

この削孔進捗向上に伴い、恒常的に孔内が乱された状態となり、それまでの作

業よりもより多くの濁りが発生したことの影響を受けたものと推測されます。

また、表 ２や表 ８に記載のとおり静岡県側の値が高い（１５０mS/m 以上）想

定と比較すると、上昇幅としては微小であり、後述する成分分析結果を踏まえ

ても、より深い部分から水が流入している可能性は小さいものと考えられます。 

 

  ・ｐＨ 

調査開始から終了まで概ね 8.0 から 10.0 の間であり、想定していたとおり、高

速長尺先進ボーリングの削孔進捗に伴う大きな変化は見らませんでした。なお、

調査開始直後及び１０月上旬は孔口部セメンチングによるセメント注入の影響

を受けています。 

 

○同位体組成等について 

・同位体組成等については、第１６回専門部会でお示しした項目と同様の分析（以
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降、「今回分析」と表現する。）を実施しました。 

・測定箇所は図 ３２、図 ３３にお示しするとおりです。第１６回専門部会資料で

お示しした採水位置に、今回採水位置を追加しております。 

 

図 ３２ 採水位置図 
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※令和５年２月に開始し１０月に中断した高速長尺先進ボーリングにおける採水分を「高速長尺先

進ボーリング１２２ｍ」（県境から山梨県側に６９３ｍ）、また令和６年５月に再開し１２月に一

旦終了した高速長尺先進ボーリングにおける採水分を「高速長尺先進ボーリング２９６ｍ、５１

１ｍ」（それぞれ、県境から山梨県側に２０５ｍ、静岡県側に１０ｍ）、さらに、令和５年５月に開

始し７月に終了したコアボーリングにおける採水分を「コアボーリング８４ｍ、２３０ｍ」（それ

ぞれ県境から山梨県側に７０１ｍ、５５５ｍ）と表現します。 

 

 

図 ３３ 採水位置図 

 

（１）簡易水質及び溶存イオン 

 ・簡易水質及び溶存イオンの測定結果を表 ９にお示しします。また、溶存イオンに

ついてシュティフダイヤグラムとして整理した結果を図 ３４に、トリリニアダ

イヤグラムとして整理した結果を図 ３５にお示しします。 
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表 ９ 簡易水質及び溶存イオンの測定結果まとめ 
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図 ３４ 溶存イオン分析結果（水質組成図：シュティフダイヤグラム） 
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図 ３５ 溶存イオン分析結果（水質組成図：トリリニアダイアグラム） 

 ＜今回分析結果＞ 

・いずれも滞留時間の長い深層地下水でみられるⅢ型の Na-HCO3型に分類さ

れ、静岡県内に賦存された地下水と比較すると溶存成分量は少なく、また、前

回分析結果を踏まえて特に Cl-濃度に着目すると、今回も非常に小さい値とな

りました。 

・以上より、簡易水質及び溶存イオンについて、前回分析結果と今回分析結果に

大きな変化は見られないことが確認されました。 

 

（２）酸素・水素同位体比 

・酸素・水素同位体比の測定・分析結果を表 １０に、δダイヤグラムを図 ３６

に、また、湧水の同位体比と集水域の平均標高の関係を図 ３７に、同位体比と
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採水箇所の標高の関係を図 ３８にお示しします。さらに、推定涵養標高線を図 

３９にお示しします。 

 

表 １０ 同位体分析結果一覧 

i

 

地点標高 採水標高 δD δ18O
m m ‰ ‰ δD δ18O 平均

既設ボーリング

（広河原）①
- - -82.31 -12.03 1809 1937 1873

既設ボーリング

（広河原）②
- - -89.63 -12.87 2132 2244 2188

高速⾧尺先進

ボーリング１２２ｍ
- 948.2 -88.95 -12.88 2250 2102 2176

コアボーリング

８４ｍ
- 954.7 -89.19 -12.91 2262 2113 2187

コアボーリング

２３０ｍ
- 970.7 -88.73 -12.91 2259 2092 2175

高速⾧尺先進

ボーリング２９６ｍ
- 960.6 -87.20 -12.67 2025 2173 2099

高速⾧尺先進

ボーリング５１１ｍ
- 960.6 -87.50 -12.65 2038 2165 2102

田代深井戸 - 1272.1 -92.20 -13.20 2414 2408 2411

西俣深井戸 - 1191.1 -99.00 -13.80 2709 2613 2661

湧水① 1920.7 1966.4 -81.50 -11.83 - - -

湧水② 1556.4 1654.4 -77.98 -10.96 - - -

湧水③ 623.3 727.3 -67.21 -9.80 - - -

湧水④ 304.2 409.5 -46.32 -7.42 - - -

河川① - 1414.0 -77.34 -11.44 1724 1590 1657

涵養標高(m)
地点名
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図 ３６ δダイヤグラムと Craig の天水線 

 

 

図 ３７ 湧水の同位体比と集水域の標高との関係※ 

  ※第１６回専門部会以降、冬季に追加で採水した結果を踏まえて地下水涵養線を微修正しており

ます。またこれに伴い、地下水及び河川の涵養標高を今回僅かに更新しております。（表 １０及

び図 ３６参照）。 

 

（a）δD と湧水の採水標高の関係 （b）δ18O と湧水の採水標高の関係 
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図 ３８ 同位体比と標高の関係 

 

図 ３９ 推定涵養標高線 
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 ＜今回分析結果＞ 

・δダイヤグラムより、酸素・水素安定同位体比は、Craig の天水線付近に分布

することから、今回分析結果も雨水起源であることが窺えますが、前回結果に

同様、地下水において同位体比が低い傾向が見られました。 

・以上より、酸素・水素同位体比について、前回分析結果と今回分析結果に大き

な変化は見られないことが確認されました。 

 ・なお、涵養年代の古い地下水における気候の違い（氷期、間氷期）による同位体

比への影響については、様々な解釈があるため、分析にあたり考慮しておりませ

ん。 

 

（３）14C による年代測定 

・14C の年代は、地下水流動過程におけるデッドカーボンの付与による影響を考慮し、

14C とδ13C の実測値を元に表 １１のとおり算出いたしました。 

 

表 １１ １４Ｃの分析結果一覧 
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＜今回分析結果＞ 

 ・前回分析結果（～27,000 年）と比較すると、いくらか滞留時間が長く（～31,000

年）なっておりますが、前回分析結果と同様に、引き続き東側（山梨県側）か

ら西側（静岡県側）にかけて徐々に滞留時間が長くなる傾向を今回分析結果か

らも確認できました。（なお、14C において滞留時間を推定できましたので、塩

素同位体や希ガスの分析は実施しておりません。） 

 

（参考）トリチウムによる年代測定 

・トリチウムについては、第１６回専門部会と同様に、ボーリング湧水の年代に対し

て、トレーサーとして有効な期間が短すぎるため考察には用いないものとしますが、

測定した結果は参考として表 １２及び図 ４０でお示しします。なお、トレーサー

については、第１３回有識者会議にて、地下水の年代推定を行うにあたって使用さ

れる主なトレーサーとして、以下の表をご説明しております。 

 

≪第１３回有識者会議資料 別冊３ 表３－２≫ 
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表 １２ トリチウムによる分析結果 
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図 ４０ 東京・千葉における降水中のトリチウム濃度（原子力規制庁公表データ）

と地下水のトリチウム濃度の比較（灰色線：過去 20 年間の平均値、赤色線：分析値） 

 

○分析結果の整理 

・以上お示しした結果について、山梨県側の地下水と静岡県側の地下水を対比させる

形で整理すると表 １３のとおりとなります。 
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表 １３ 計測、分析結果の整理 

 

○分析結果の考察 

・今回分析にあたっては、令和６年１２月に一旦終了した高速長尺先進ボーリングに

おいて、孔口から２９６ｍ削孔した時点（※１）、及び孔口から５１１ｍ削孔した時

点（※２）の湧水を採水したため、特に後者については広範囲の水の平均値となっ

ている可能性が高いと考えます。 

・今回の結果については、表 １３の整理のとおり、基本的に第１６回専門部会資料

で示した結果と同様であり、静岡県内に賦存される地下水の特徴は確認されません

でしたが、上記の理由から、改めて後述する県境手前まで先進坑の掘削を進めた際、

県境付近で採水して成分分析を行い、結果をご報告します。 

 ※１：採水時のケーシング先端位置は孔口から２５９ｍであり、２５９ｍ～２９６ｍの区間（３７ｍ

分）の湧水を採水したものと想定されます。 

※２：採水時のケーシング先端位置は孔口から２５９ｍであり、２５９ｍ～５１１ｍの区間（２５

２ｍ分）の湧水を採水したものと想定されますが、３７０ｍ付近が閉塞している可能性があり、

その場合は２５９ｍ～３７０ｍの区間（１１１ｍ分）の湧水が採水されたことになります。 
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（２）先進坑の掘削及び県境付近からの高速長尺先進ボーリングについて 

 １）今後の掘削及び調査の計画 

・まず、南アルプストンネルの先進坑の掘削については、これまでに専門部会等で図 

４１をお示し手順をご説明していますが、山梨県内においても、先般実施したよう

に高速長尺先進ボーリングによって地質や湧水等の状況を把握できた区間におい

て先進坑を掘削し、山梨・静岡県境の付近まで進めていきます。 

 

図 ４１ 先進坑等の掘削手順 

・１２月６日に調査を一旦終了した高速長尺先進ボーリングによって、山梨・静岡

県境から静岡県側１０ｍの地点までの湧水が管理値と比較して少ない状況等を

把握することができました。 

・これまでの広河原斜坑坑内で実施した高速長尺先進ボーリングと広河原斜坑掘削

の実績、並びに令和５年２月から開始した高速長尺先進ボーリングと先進坑掘削

の実績から、高速長尺先進ボーリングで予め湧水量が少ないことを確認した区間

では、トンネル切羽からの湧水も少ないことが分かっています。 

・以上を踏まえ、令和７年１月８日以降、先進坑掘削を再開し、地質及び湧水の更

なる確認を進めています。 

・掘削は県境付近まで進め、県境から一定の離隔を確保した手前の地点で停止しま

（令和元年 8月 20 日地質構造・水資源専門部会意見交換会資料） 
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す。詳細は「４）県境手前の先進坑の掘削停止位置」にてお示しします。 

 

・その後、県境付近より、県境を越えた静岡県内の高速長尺先進ボーリングを実施

します。 

 

・以上、今後の先進坑掘削及び県境付近から実施する高速長尺先進ボーリングに関

する手順を図 ４２にお示しします。 
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図 ４２ 令和５年２月以降の掘削や調査の手順（黒字は終了、青字は今後の内容） 
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 ２）県境から山梨県側３００ｍ以内の先進坑掘削に関するリスク管理 

・１月８日に再開した先進坑の掘削については、３月１日時点で、県境から山梨県側

３９７ｍに位置しています。湧水量は図 ４３のとおり推移しており、上記時点で

は０．０００４ｍ３／秒です。 

 

図 ４３ 先進坑の湧水量推移（３月１日時点） 

・今後、県境から山梨県側３００ｍ以内の掘削にあたっては、高速長尺先進ボーリン

グ調査時に同区間の湧水量は少なかったものの、万が一トンネル掘削時においてボ

ーリング調査時の傾向を大きく超える湧水が発生する場合等を想定して以下とお

りの管理を実施します。 

・なお、この管理については、第１６回専門部会でご提示し、令和６年１２月に一旦

終了したボーリングにおいて『慎重に管理する県境に近い区間』で実施してきたリ

スク管理の考え方を適用しています。 

 

（管理項目） 

・掘削中は、引き続き切羽後方の湧水量を常時計測し、変動や傾向を常に把握しま

す。また、湧水の水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）について、１日に一度を基本とした

頻度で計測します（※１）。なお、令和６年１２月に一旦終了した高速長尺先進ボ

ーリングで確認された、県境から山梨県側３００ｍ以内における地質の脆い区間
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（図 ６「Ｇ」「Ｈ」※２）においては、頻度を上げて計測します。 

※１：トンネル掘削においては吹付コンクリートや補助工法に伴う注入材の影響を受けるため、

その影響も踏まえて確認します。 

※２：「（１）３）調査結果を踏まえた地質図の修正」でお示ししたとおり、先進坑においては県

境付近あるいは県境よりも静岡県側で「Ｇ」「Ｈ」箇所が出現する可能性がありますが、それよ

りも手前で出現する可能性も十分想定し、地質等を密に確認しながら掘削することで、「Ｇ」「Ｈ」

箇所が出現するかどうか見定めます。 

 

・また、水資源・生態系へのご懸念に配慮し、図 ４４に示すとおり静岡県内で水資

源・生態系の調査を行っている沢のうち、断層帯に関連するスリバチ沢における

流量、伝付峠付近に存在する湧水、また田代観測井の、水位の常時計測を実施し

ます。以上のデータの確認は、１カ月に一度を基本として行います。 

・さらに、図 ４５のように河川流量の計測も行います。田代ダム下流の地点では１

カ月に一度を基本とする頻度で測定（人による流量測定）を実施し、また千石の

地点では１カ月に一度を基本とする頻度で常時計測のデータ確認を行います。 

 

 

図 ４４ 位置図（スリバチ沢、伝付峠、田代観測井） 
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図 ４５ 位置図（河川流量測定位置） 

（管理フロー） 

・掘削にあたっては、湧水量の管理値を定め、図 ４６に示す管理フローに基づい 

 てリスク管理を進めていきます。 

・湧水量の管理値については、突発的な湧水発生の把握を主な目的として、高速長

尺先進ボーリング調査における『慎重に管理する県境に近い区間』の調査時に使

用した管理値の考え方を準用しました。 
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図 ４６ 県境から山梨県側３００ｍ以内の区間における先進坑掘削中の管理フロー 

 

［先進坑掘削時の湧水量の確認方法（図 ４７）］ 

 ・Ａの湧水量のみを切り分けて測定することは安全上困難であるため、Ｂの湧水量

が少ない（判断は切羽における目視確認）前提で、下記の方法による。 

 ・Ｂの湧水量も多い場合には、静岡県、専門部会委員に速報し、取扱いを検討する。

必要な場合には先進坑掘削を一時停止する。 
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図 ４７ ＜参考＞管理値の確認方法（イメージ図） 

（管理値を超えた場合の対応） 

○湧水量が１ｍあたり０.００８ｍ３／秒（管理値の８０％）を超える場合 

・湧水量の確認頻度を増加しつつ、掘削進捗状況に応じて水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）



 

６７ 
 

の測定頻度を増加するとともに、スリバチ沢における常時計測のデータ確認の

頻度を１週間に一度を基本とした頻度に増加して実施します。また、田代や千石

における河川流量の計測やデータの確認頻度も１週間に一度を基本とした頻度

に増加して実施します。なお、それらの頻度は、その後の湧水量の状況に合わせ

て変更します。 

・湧水の化学的な成分分析を実施し、その結果、専門部会委員より、地表部等から

水の流入が疑われるとの見解を得た場合には、掘削を一時中断します。 

 

○湧水量が管理値（１ｍあたり０.０１ｍ３／秒）8を超える場合 

・まず、田代ダム取水停止期間中は、先進坑の湧水量が取水停止による河川流量増

加量よりも少ないことを直ちに確認します。 

・その結果、先進坑の湧水量が取水停止による河川流量増加量よりも少ない場合は、

掘削を進めながら湧水量の変動を１週間程度継続的に確認し、０.０１ｍ３／秒を

下回るかどうか確認します。（※１） 

・下回らなかった場合は掘削を一時中断（※２）します。 

・なお、確認の結果、先進坑の湧水量が取水停止による河川流量増加量より多かっ

た場合には、直ちに掘削を一時中断（※２）します。 

・また、掘削を一時中断した場合には、切羽直近において水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）

測定を実施して結果を確認し、専門部会委員にご相談の上、対応策を検討してま

いります。 

 ※１:湧水が多い箇所で長期間切羽を止めることは安全上望ましくないため、地質が安定した箇

所まで掘削を継続しつつ１週間程度湧水の状況を確認することを意図します。（なお、トンネ

ル湧水は基本的に掘削後時間の経過とともに徐々に減少します。） 

 ※２：安全のため、掘削サイクル（図 ４８）の途中での中断は避け、サイクルが終了（図 ４８

⑥）し、切羽の安定が確保できた段階で中断します。 

                                                   
8 平成３１年３月１３日「静岡県中央新幹線環境保全連絡会議地質構造・水資源専門部会」において提示した式

（トンネル掘削時の初期湧水量を算定するために過去から用いられた式）を参考とし、以下の通り策定しまし

た。 
q=2𝜋∙𝐾∙𝐻/𝑙𝑛(4𝐻/𝑑)  

   q：単位当り湧水量（ｍ3/秒･m）、K：透水係数(m/sec)、H：水頭差（ヘッド）(m)、d：トンネル直径(m)  
K を 1.0×10-5m/sec、d を先進坑径 7m、H を山梨・静岡県境付近の最大土被り 1,000m 

1m あたり Q=q×1≒0.01ｍ3/秒 
なお、先進坑の進捗は 1 日数ｍ程度であるため、例えば高速長尺先進ボーリングで設定した「10m あたり」

を先進坑に適用すると、掘削実績に対する管理値との比較において、湧水量を 10m 進捗分に増加させる側の

換算が日々発生し、掘削進捗の実態と乖離します。このため、先進坑については掘削進捗の最小単位である

「1m あたり」（=１サイクル）を管理値の基準といたします。 
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図 ４８ トンネル掘削工法の概要（ＮＡＴＭ工法） 

・その後、静岡県や山梨県等の各関係者と協議しつつ、先進坑掘削の再開を検討い

たします。 

 

○その他の場合 

・湧水量が多い中で、スリバチ沢の流量が減少した場合にも、先進坑の掘削を一時

中断のうえ、専門部会委員に報告、相談し、必要に応じて措置を取ります。 

・また、田代観測井で水位低下の傾向が確認された場合には、スリバチ沢の流量を

確認します。この場合や、先進坑の湧水量についてこれまでと異なる傾向を示す

場合（例えば、管理値を下回るものの、急激に湧水量が増加あるいは水温、水質

（ｐＨ、ＥＣ）が変化し、１週間程度湧水量が減少しない場合）には、スリバチ

沢の流量、田代観測井の地下水位の確認頻度を１週間に一度を基本とした頻度

に増加させます。なお、上記、先進坑の湧水量の傾向の判断に当たっては、専門

部会委員のご意見もお聞きしていきます。 

・さらに、降雨等も考慮のうえで地下水位（田代観測井）の低下に伴うスリバチ沢

の流量の減少が確認される場合には、専門部会委員にご報告のうえ一旦先進坑

の掘削を中断したうえで、先進坑の湧水と地表水との関連性を把握するために

先進坑の湧水の化学的な成分分析を実施します。 

・田代や千石における河川流量の計測やデータ確認について、河川流量が非常に少



 

６９ 
 

なくなる場合（過去の測定結果から２ｍ３／秒を下回る場合）には、１週間に一

度を基本とした頻度に増加させます。 

 

（湧水の取扱い） 

・県境から山梨県側３００ｍ以内の掘削においては、掘削工事により静岡県内の水

が県境を越えて新たに流動している水量が推定された場合には、その時点で、「山

梨県内リニア中央新幹線建設工事（南アルプストンネル）における静岡県の懸念

に関する三者（山梨県・JR 東海・静岡県）合意について」（令和６年６月１８日）

に基づき、健全な水循環の回復措置（以下、回復措置）の実施の要否について、

静岡県、山梨県と協議します。 

・協議の結果、回復措置を実施することになった場合、回復措置の内容（水量、

期間など）を静岡県、山梨県と調整のうえ、決定します。 

・回復措置の実施方法としては、全ての掘削過程において田代ダム取水抑制案を

基本とすることを考えています。 

・ただし、先進坑の掘削においては、令和８年４月まで東電ＲＰは田代川第二発

電所において発電所を停止（田代ダムにおいて大井川からの取水を停止）する

予定であることから、その期間は、第１６回専門部会資料で示した内容と同様

に先進坑湧水量が取水停止による河川流量増加量よりも少ないことを確認のう

え、取水抑制（回復措置）を実施しない（大井川に戻さない）ことを考えてい

ます。 

 

（報告の項目、方法、頻度） 

・切羽後方の湧水量、水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）の計測結果について、１回／日の

データとして取りまとめの上、１週間に一度を基本として、静岡県や山梨県等に

ご報告します。極めて破砕質の地質が見られた場合など、湧水の状況に影響を及

ぼす変化が生じた場合や新たなデータ取得を行った場合には、その内容につい

ても整理次第、ご報告します。なお、「令和６年１２月に一旦終了した高速長尺

先進ボーリングで確認された、県境から山梨県側３００ｍ以内における地質の

脆い区間（図 ６「Ｇ」「Ｈ」※１）の掘削中」「湧水量が１ｍあたり０.００８ｍ

３／秒を超える場合」には、頻度を上げて日毎に報告する他、湧水量、水質（※

２）に関する何らかの異常等（数値の増減や、変動幅）が見られた場合は速報し

ます。また、１週間に一度を目途として、報告した上記データについて当社ホー
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ムページでの公開を検討します。 

 ※１：「（１）３）調査結果を踏まえた地質図の修正」でお示ししたとおり、先進坑においては地

形により、県境付近あるいは県境よりも静岡県側で「Ｇ」「Ｈ」箇所が出現する可能性があり

ますが、左記よりも山梨県側で出現する可能性も十分想定し、地質等を密に確認しながら掘削

することで、「Ｇ」「Ｈ」箇所が出現するかどうか見定めます。  

  ※２：吹付コンクリートや補助工法に伴う注入材の影響を受けるため、その影響も踏まえて確認

します。 

・管理フロー（図 ４６）で＜報告＞とお示しした内容について、確認の都度速や

かにご報告します。 

・湧水の化学的な成分分析を実施した場合、その結果を確認の都度速やかに静岡県

にご報告します。 

・スリバチ沢における常時計測の流量結果及び伝付峠付近の湧水における常時計

測の水位結果、また田代観測井の地下水位の結果については、確認の都度速やか

に静岡県に結果をご報告します。 

・田代観測井の地下水位低下やスリバチ沢の流量減少を確認した場合も速やかに

静岡県にご報告するとともに、専門部会委員にご相談します。 

 

（まとめ（リスク管理の相違点）） 

・前述のとおり、以上のリスク管理については、第１６回専門部会でご提示し、令

和６年１２月に一旦終了したボーリングにおいて『慎重に管理する県境に近い

区間』で実施してきたリスク管理の考え方を適用していますが、これまでに記載

したように、先進坑掘削の性質上、細部で取り扱いを変更しております。 

・その相違点について、表 １４に記載します。 
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表 １４ 先進坑掘削と高速長尺先進ボーリング削孔におけるリスク管理（いずれも

県境より山梨県側に３００ｍの区間を対象）の主な相違点 

 

 

  

高速⾧尺先進ボーリング 先進坑 相違理由

通常時 日毎（2回/日）
・日毎（1回/日）

・地質の脆い区間は頻度増
進捗/日の差より

何かあった場合等 ― 頻度増加 安全側の設定

通常時
一部項目を除き２週間に

一度
１カ月に一度を基本 進捗/日の差より

何かあった場合等＜参考＞ 基本的に１週間に一度 １週間に一度を基本

10mあたり0.05m3/秒 1mあたり0.01m3/秒

mあたりについては実

進捗を踏まえて（1サイ
クル進捗の最小単位に

設定し、より実態に合

わせた変化を捉えやす

くするため）見直し、

湧水量については計算

式のパラメーターにト
ンネルの数値を反映

削孔継続（削孔速度を下
げるなど、慎重に削孔）

掘削継続
トンネル掘削は常に最
大限慎重に工事を実施

STEP1

・削孔中断

・１週間程度の間に孔口

湧水量の減少傾向（2日

間連続して減少）を確認

掘削を進めながら、湧水量

の変動を継続的に確認（1週

間程度）し、管理値を下回

ることを確認

STEP2
（減少しない場合：）

ボーリング終了、止水

（下回らない場合：）掘削

一時中断

STEP3 ―

・専門部会委員に相談、対

応策の検討、実施

・掘削再開検討（各関係者
と協議）

通常時 日毎 １週間に一度を基本 進捗/日の差より

何かあった場合等 日毎＋その都度

・日毎＋その都度

・極めて破砕質の地質が見

られた場合など、湧水の状

況に影響を及ぼす変化が生
じた場合や新たなデータ取

得を行った場合には、その

内容についても整理次第、

報告

安全側の設定
（専門部会委員のご意

見踏まえて）

湧水が多い箇所で⾧期

間切羽を止めることは
安全上望ましくないと

の観点で、変更（ボー

リング調査とトンネル

掘削工事では安全上考

慮すべきリスクが大き

く異なる）

報告（湧水量、水温、

水質）

測定頻度

（湧水量、水温、水質）

確認等頻度

（モニタリング）

管理値

管理値80%を超えた場合の対応

管理値を超えた場合

の対応
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 ３）県境付近から実施する高速長尺先進ボーリングに関するリスク管理 

・「４）県境手前の先進坑の掘削停止位置」における先進坑の停止位置付近より、断

層帯の調査を目的とした高速長尺先進ボーリングを、県境を越えて静岡県内で実施

します（図 ４９）。 

・このボーリングのリスク管理については、第１６回専門部会でご提示し、令和６年

１２月に一旦終了したボーリングにおいて『慎重に管理する県境に近い区間』で実

施してきたリスク管理の内容を基本とします。 

・以降、具体的な内容について記載します。 

 

 

図 ４９ 県境付近より今後実施する高速長尺先進ボーリング 

 

（管理項目） 

・削孔中は、湧水の湧水量、水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）を測定します（容器法によ

る１日２回の測定）。 

・水質については、特に地表からの水の引込みを示す変化（水温、ＥＣの低下

等）や深部からの水の引込みを示す変化（水温、ＥＣ、Ｃｌ－イオン濃度の上昇

等）に着目して監視します。 

・水資源・生態系へのご懸念に配慮し、静岡県内で水資源・生態系の調査を行って

いる沢のうち、断層帯に関連するスリバチ沢（図 ５０）において流量の常時計測

を実施し、２週間に一度を基本とした頻度にてデータ確認を行います。また、伝
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付峠（図 ５０）付近に存在する湧水について、水位の常時計測を実施し、１カ月

に一度を基本とした頻度にてデータ確認を行うとともに、伝付峠に設置している

地表水分計のデータ（常時計測）の結果が現状と変わらない変化を示すことを必

要の都度確認します。 

・その他、常時計測を行っている田代観測井（図 ５０）において、２週間に一度を

基本とする頻度にて、地下水位のデータを確認します。 

・さらに、図 ５１の位置において河川流量の計測も行います。田代ダム下流の地点

では２週間に一度を基本とする頻度で測定を実施し、また千石の地点では２週間

に一度を基本とする頻度で常時計測のデータ確認を行います。 

 

 

図 ５０ 位置図（スリバチ沢、伝付峠、田代観測井） 



 

７４ 
 

 

図 ５１ 位置図（河川流量測定位置） 

 

（管理フロー及び管理値を超えた場合の対応） 

・削孔にあたっては、湧水量の管理値を定め、図 ５２に示す管理フローに基づい

てリスク管理を進めていきます。 
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図 ５２ 県境付近（山梨県側）より実施する高速長尺先進ボーリングにおける調査

中の管理フロー 

○湧水量が１０ｍあたり０．０４ｍ3／秒（管理値の８０%と設定）を超える場合 

・削孔速度を下げるなど、より慎重な削孔を行います。 

・スリバチ沢における常時計測のデータ確認を１週間に一度を基本とした頻度に

増加して実施します。また、田代や千石における河川流量の計測やデータ確認頻

度を増加して実施します。なお、頻度はその後の湧水量の状況に合わせて変更し

ます。 

・地表からの水をボーリングにより引き込んでいないか確認するため、湧水につい

て化学的な成分分析を実施します。 

 



 

７６ 
 

○湧水量が管理値（１０ｍあたり０．０５ｍ３／秒）9を超える場合 

・削孔を中断するとともに、孔口湧水量を確認します。 

・１週間程度の間に孔口湧水量の減少傾向（２日間連続して減少）を確認した場

合には、専門部会委員にご報告のうえ削孔を再開します。減少傾向が確認され

ない場合は、専門部会委員にご報告のうえ今回のボーリングを終了し、湧水は

まずバルブを閉めることを基本として止水しますが、長期的な観点から必要と

なる場合は、バルクヘッド（過去の専門部会でご提示：以下）を採用する等、具

体的な計画は今後お示しします。 

  

                                                   
9 平成３１年３月１３日「静岡県中央新幹線環境保全連絡会議地質構造・水資源専門部会」において提示した管

理値を準用し、以下により算出した管理値を第１６回専門部会でお示ししましたが、本調査においても、この

管理値を適用します。 
q=2𝜋∙𝐾∙𝐻/𝑙𝑛(4𝐻/𝑑)  

   q：単位当り湧水量（ｍ3/秒･m）、K：透水係数(m/sec)、H：水頭差（ヘッド）(m)、d：トンネル直径(m)  
K を 1.0×10-5m/sec、d を先進ボーリング径 0.12m、H を山梨・静岡県境付近の最大土被り 1,000m 

10m あたり Q=q×10≒0.06ｍ3/秒 ⇒0.05ｍ3/秒 
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・止水について過去の専門部会（第１６回等）でお示しした内容は以下です。 

 

【県境付近から実施するボーリング調査 －（略）－】 

〇調査中の管理 

―――――――――――――――（略）――――――――――――――― 

〇調査完了後の扱い 

・調査が完了した後は、湧水の流出を防ぐため、孔口付近で止水します。止水の方

法としては、高水圧に対応可能な性能を持つバルブの使用や孔口周りの止水処理

（セメンチング）の強化や、孔口に近いトンネル自体の構造の高強度化等を考え

ていますが、このほかにも隔壁（バルクヘッド）などの工事の事例や深地層の研

究機関等で研究が進められている方法も参考にしながら、確実な止水の方法を採

用してまいります。（図 ６０、図 ６１）具体的な計画は、実施までの間に専門部

会でご報告します。 

 

図 ５３ 隔壁（バルクヘッド）のイメージ 

 

図 ５４ 孔口バルブのイメージ 

 

②コンクリートバルクヘッドを構築

※上図は実際のトンネル工事の実績等を参考にした
コンクリートバルクヘッドのイメージ例となります。

①ボーリング孔口をバルブで止水
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○その他の場合 

・湧水量については、容器法による１日２回の測定を基本としつつ、電磁流量計 

による湧水量の変動傾向を常時把握していきます。電磁流量計の計測値が急激

に変動する場合は、慎重に削孔を行います。 

・水温や水質について、セメンチングの影響等も考慮のうえで、それまでの傾向（数

値の増減や、変動幅）と異なる傾向が確認された場合や、化学的な成分分析の結

果より、地表部等からの水の流入が疑われる場合、あるいは、湧水量が多い中で

スリバチ沢の流量が減少した場合や、湧水量が後述する田代ダムの取水停止に

伴う河川流量の増加を上回る場合には、専門部会委員にご相談し、必要に応じて

追加の措置（やむを得ない場合に湧水を止めることを含む）を取ります。 

・田代観測井で水位低下の傾向が確認された場合には、スリバチ沢の流量を確認し

ます。この場合やボーリング湧水量についてこれまでと異なる傾向を示す場合

（例えば、管理値を下回るものの、急激に湧水量が増加し、１週間程度湧水量が

減少しない場合）には、スリバチ沢の流量、田代観測井の地下水位の確認頻度を

１週間に１回に増加させます。なお、ボーリング湧水量の傾向の判断に当たって

は、専門部会委員のご意見もお聞きしていきます。 

・降雨等も考慮のうえで地下水位の低下に伴うスリバチ沢の流量の減少が確認さ

れる場合には、一旦バルブを使用してボーリング湧水を止めたうえで、ボーリン

グ湧水と地表水との関連性を把握するためにボーリング湧水の化学的な成分分

析を実施します。 

・河川流量の計測やデータ確認について、河川流量が非常に少なくなる場合（過去

の測定結果から２ｍ３／秒を下回る場合）には、頻度を増加させます。 

・削孔中に突発湧水が生じた場合は、これまでに実施された工事、例えば青函トン

ネルなどの事例も参考にしながら、流出を止めるよう措置いたします。 

 

（湧水の取扱い） 

・令和８年４月まで、東電ＲＰは田代川第二発電所において発電所を停止（田代ダ

ムにおいて大井川からの取水を停止）する予定であることから、ボーリング湧水

量が取水停止による河川流量増加量よりも少ないことを確認のうえ、取水抑制を

実施しない（大井川に戻さない）ことを考えています。 

・田代ダム取水停止期間終了後の取扱いについては、令和８年４月までに静岡県と

協議し合意します。 
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・調査が完了した後は、湧水の流出を防ぐため、前述のとおり孔口付近で止水しま

す。 

 

（報告の項目、方法、頻度） 

・ボーリング着手時と完了時には、その旨を速やかに、静岡県や山梨県等にご報告

します。 

・ボーリングの湧水量（測定値の他、測定値から算定したボーリング開始時点から

の総量も含む）、水温、水質（ｐＨ、ＥＣ）については基本的に測定やデータの確

認を行った翌日までにメール等にて静岡県や山梨県等にご報告します。電磁流量

計において計測値の急激な変動が見られた場合も、その内容をご報告します。ま

た、地質の大きな変化等、湧水の状況に影響を及ぼす変化が生じた場合や、新た

なデータ取得を行った場合には、その内容についても整理次第、ご報告します。 

・また、１週間に一度を目途として、報告した上記データについて当社ホームペー

ジで公開することを考えています。 

・湧水量が１０ｍあたり０．０４ｍ３／秒を超える場合は、削孔中に生じる事象（回

転停止等、日報に記載する内容）についても静岡県にご報告します。 

・湧水の化学的な成分分析を実施した場合も、その結果を静岡県にご報告します。 

・スリバチ沢における常時計測の流量結果及び伝付峠付近の湧水における常時計測

の水位結果、また、田代観測井の地下水位の結果については、確認の都度速やか

に静岡県に結果をご報告します。 

・田代観測井の地下水位低下やスリバチ沢の流量減少を確認した場合も速やかに静

岡県にご報告するとともに、専門部会委員にご相談します。 

・また、河川流量の計測結果（ボーリング開始後の総量含む）と湧水量を比較して

確認のうえ、静岡県にご報告します。 

・ボーリング完了後、取得データ、採取した試料及び地質や湧水の評価について取

りまとめ、専門部会でご報告します。 

  



 

８０ 
 

 ４）県境手前の先進坑の掘削停止位置 

・先進坑の掘削停止位置については、静岡県内からの湧水流出を防ぐことを考慮して、

一定の離隔を確保しますが、その考え方について以下に記載します。 

 

・令和６年１２月に一旦終了した高速長尺先進ボーリングにおける掘削エネルギーの

推移から、県境手前最深の健岩部に相当する箇所は、孔口から４７０ｍ付近（県境

から山梨県側に３０ｍ付近）であると確認されました。 

・県境手前で先進坑を停止する位置については、上記箇所を参考としますが、一方で

は「（１）３）調査結果を踏まえた地質図の修正」でもお示しした図 ５５のとおり、

地形の関係からボーリングと先進坑で健岩部や断層部の出現位置が異なるものと

想定されるため、特に断層②は県境から山梨県側に５０ｍの地点より手前で出現の

可能性があることも踏まえ、念のためさらに山梨県側に離隔を確保し、『県境から

山梨県側に６０ｍ付近』まで、一旦掘削を進めることとします。 

 

・その後、図 ５５のとおり、前方に向かって地質や湧水の確認のための探査（コア採

取）を行い、地質や湧水の状況によってはさらに前方に掘削を進めます。なお、こ

の前方探査実施にあたっては、その方法について事前に専門部会委員にご確認いた

だきます。 

・また、湧水に関しては、これまでに得られた水量・水質、透水係数、化学的な成分

分析の結果等からも、健全な水循環に影響を与えないという観点で県境から確保す

べき離隔について、専門部会委員のご意見を踏まえて検討します。 

・さらに、静岡県内の高速長尺先進ボーリングを進めた後に恒久的な止水を行う観点

で、県境から確保すべき離隔についても検討します。 

・以上を総合的に評価し、県境手前で先進坑を停止する位置を決定します。 
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図 ５５ 平面図（県境手前における停止位置及び前方探査のイメージ） 

 ５）先進坑掘削時の新たなデータ取得 

・「（１）３）調査結果を踏まえた地質図の修正」にてお示ししたとおり、令和６年１

２月に一旦終了した高速長尺先進ボーリングで確認された、断層②(仮)（図 ６「Ｇ」

箇所）については、先進坑においてはこれまでに記載のとおり地形により概ね県境

付近で出現するものと想定されます。そのため、まずは断層Ａ(仮)（図 ６「Ｃ」箇

所）において、先進坑の掘削により当該箇所に近付いた後、コアを採取し地質を詳

細に確認します（図 ５７）。コア採取の方法は、図 ５６にお示するパーカッション

ワイヤーラインサンプリング工法を考えております。 

 

図 ５６ 使用する機械のイメージ及びコア採取の仕組み 

・また、専門部会委員から頂いたご意見も踏まえ、上記の際に当該箇所をピンポイン

トで狙った孔内湧水圧測定を実施し、透水係数及び間隙率を確認し、ご報告のうえ、

水収支解析の再実施の要否について検討いたします。なお、湧水圧測定箇所は図 ５

７のとおりです。 
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図 ５７ 区間①（「Ｃ」箇所）に対する前方探査及び湧水圧測定箇所 

・さらには、県境手前まで先進坑の掘削を進めた際に、県境付近で採水し、成分分

析試験を行い、結果をご報告します。採水位置については、現時点で県境付近の

地質が明確には確認できていないため、今後の先進坑掘削結果や先進坑切羽から

実施を予定する前方探査の結果を踏まえ、静岡県や専門家の意見も踏まえて決定

します。 

・また、今後県境付近まで先進坑の掘削を進めたのちに実施を計画する静岡県内の

高速長尺先進ボーリングにおいても、静岡県内の健岩部、及び県境付近の断層帯

付近における採水・成分分析の実施を図 ５８のように検討しており、それらの結

果や、過去に実施したボーリングの調査結果等も踏まえ、第１６回専門部会でお

示ししたように、山梨県・静岡県境付近における地下水の動きについて考察を進

めてまいります。 
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図 ５８ 今後実施する地下水の測定計画 

 

 ＜参考＞第１６回専門部会でお示しした採水・成分分析の実施計画 

・令和６年１２月に一旦終了したボーリングにおいては、山梨県内では断層②付近

にて１回、静岡県内においては健岩部にて１回及び県境付近の断層帯付近にて１

回、採水・成分分析の実施を計画している旨、お示ししました（図 ５９）。 

 

図 ５９ 測定地点（第１６回専門部会資料２－２,図７１を再掲） 

 


